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「いわき遠野からはじまる6次産業化」
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「らぱんが作るすべての製品は、本物であること。」 (株)いわき遠野らぱん 代表取締役 平子佳廣さんにお伺いしました。
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Information 商工会だより
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　ら
ぱ
ん
は
、
今
回
の
地
震
に
直
面
し
て
、
復
興
の
た
め
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　そ
の
中
か
ら
得
た
も
の
は
、
目
の
前
の
あ
ら
ゆ
る
困
難
に

怯
む
こ
と
を
止
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
農
業
に
、

今
こ
そ
一
層
の
力
を
入
れ
る
時
だ
と
固
い
決
意
を
し
ま
し
た
。

　地
元
の
若
者
の
雇
用
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
フ
ク

シ
マ
に
対
す
る
、
国
や
県
の
支
援
事
業
に
農
業
が
大
き
く
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
率
先
し
て
申
請
し
ま
し
た
。

　『ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
』を
受
け
て
、

待
望
の
加
工
工
場
が
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
六
日
に
完
成

し
、
こ
こ
で
は
、
様
々
な
食
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
野
菜
の
ス
ー
プ
に
焦
点
を
あ
て
て
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　本
来
、
野
菜
に
は
、
捨
て
る
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

農
薬
や
与
え
る
肥
料
が
野
菜
の
内
部
に
残
る
事
が
問
題
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
通
常
の
野
菜
で
は
、
廃
棄
す
る
部
分

が
た
く
さ
ん
出
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
パ
ン
の
フ
ィ
ト
ブ
ロ
ス
®

は
、
捨
て
る
と
こ
ろ
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
、マ
ス
コ

ミ
な
ど
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
、
野
菜
ク
ズ
を
使
っ
た
ス
ー
プ

（
ベ
ジ
ブ
ロ
ス
）が
あ
り
ま
す
が
、
使
用
す
る
野
菜
自
体
の
問

題
は
、
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ら
ぱ
ん
の『
陽
の
雫
』は
、
安
全
で
美
味
し
い
貴
重
な
完
全

有
機
無
農
薬
野
菜
を
贅
沢
に
使
っ
た
ス
ー
プ
な
の
で
す
。

　そ
し
て
、
使
用
す
る
材
料
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
玉
ね
ぎ
と
ニ

ン
ジ
ン
だ
け
で
す
。
野
菜
の
細
胞
内
部
の
高
次
機
能
性
成

分
が
ス
ー
プ
つ
ま
り
水
に
溶
け
出
し
て
い
る
だ
け
の
食
品
で

す
。
塩
も
砂
糖
も
化
学
調
味
料
も
何
も
使
わ
な
い
、
極
め
て

シ
ン
プ
ル
な
製
品
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
完
全
有
機
無
農
薬

野
菜
本
来
の
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

体
に
良
い
も
の
を
目
指
し
た
ら
、

環
境
に
も
良
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災

商
品
名
は
、
フ
ィ
ト
ブ
ロ
ス
®シ
リ
ー
ズ

『
陽
の
雫
』で
す
。

食
品
加
工
場

「
ド
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ラ
パ
ン
」の
創
設

農
業
は
３
つ
あ
る

企業概要
企 業 名 株式会社  いわき遠野らぱん
代表者名 代表取締役　平子　佳廣
住　　所 〒972－0161

福島県いわき市遠野町上遠野字若宮60－1
T　E　L 0246－89－3125
F　A　X 0246－74－1113
U　R　L　http://www.iwakitohno-lapin.co.jp/
M A I L　info@iwakitohno-lapin.co.jp

農業生産法人　いわき市指令農委145号
認定農業者　　認定番号17－46（323）
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F　A　X 0246－74－1113
U　R　L　http://www.iwakitohno-lapin.co.jp/
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　私
達
、
株
式
会
社
い
わ
き
遠
野
ら
ぱ
ん
は
、
年
々
過
疎
化

が
加
速
す
る
ふ
る
さ
と「
遠
野
町
」の
活
性
を
願
い
、
地
場
産

業
の
発
展
と
雇
用
の
創
出
、
地
域
人
材
の
発
掘
と
育
成
を

目
指
し
、
二
〇
〇
五
年
に
農
業
生
産
法
人
と
し
て
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
ら
ぱ
ん
が
作
る
す
べ
て
の
製
品
は
、
本

物
で
あ
る
こ
と
。』

　目
的
は
、『
健
康
こ
そ
幸
せ
の
証
し
、
全
て
の
人
に
ら
ぱ

ん
の
元
気
を
!!
』届
け
る
。

　生
産
す
る
野
菜
は
、『
農
薬
な
ん
か
使
わ
な
い
方
が
い
い

に
決
ま
っ
て
い
る
し
』、『
肥
料
も
化
学
肥
料
じ
ゃ
な
い
方
が

安
全
だ
。』と
解
り
、
栽
培
方
法
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
野
菜
は
国
内
生
産
量
の
わ
ず
か

〇
・
二
八
％
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
達
で
作
る
し

か
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　ら
ぱ
ん
の
メ
ン
バ
ー
と
一
番
に
考
え
た
の
は
、
家
族
に
食

べ
さ
せ
る
な
ら
ど
ん
な
モ
ノ
を
作
れ
ば
良
い
の
か
と
考
え
ま

し
た
。
突
き
詰
め
る
と
ヒ
ト（
体
内
環
境
）に
対
し
て
、
最
も

良
い
状
態
の
野
菜
と
そ
の
栽
培
方
法
は
、
そ
の
栄
養
価
が
最

大
で
あ
る
採
取
の
時
期
を
理
論
的
に
満
た
す
と
、
そ
の
野
菜

の
み
な
ら
ず
自
然
環
境
に
最
も
優
れ
た
農
業
と
い
う
結
果

で
し
た
。
こ
の
農
法
で
作
っ
た
完
全
有
機
無
農
薬
野
菜
は

首
都
圏
を
皮
切
り
に
取
引
額
も
増
え
、
精
力
的
に
生
産
高

も
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
分
。
日
本
観
測

史
上
最
大
の
地
震
は
、
福
島
を
一
瞬
に
し
て〝
フ
ク
シ
マ
〞に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ら
ぱ
ん
に
は
、
幸
い
人
的
な
被
害
は

無
か
っ
た
の
で
す
が
、
取
り
巻
く
環
境
は
、
想
像
を
絶
す
る

も
の
で
し
た
。

な
の
で
す
。
こ
の
製
品
は
首
都
圏
の
病
院
で
は
患
者
に
多

大
な
負
担
を
強
い
る
外
科
手
術
の
術
前
術
後
の
体
調
管
理

に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　六
次
化
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
も
お
あ
り
と
思

い
ま
す
。
一
次
は
、
生
産
部
門
で
す
。
二
次
は
、
加
工
業
。

三
次
は
、
販
売
で
す
。
農
業
に
従
事
す
る
、
特
に
一
次
の
生

産
者
が
主
導
権
を
握
っ
て
、
積
極
的
に
製
品
開
発
に
取
り
組

み
加
工
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
消
費
者
に
も
直
接

相
対
し
、
経
営
自
体
を
根
本
的
に
再
構
築
し
つ
つ
、
所
得
も

農
業
の
本
質
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
次
、
二
次
、
三
次
を

足
し
て
、
六
次
化
と
表
現
し
ま
す
。
私
達
ら
ぱ
ん
は
、
農
業

生
産
法
人
な
の
で
す
。
六
次
化
の
先
端
を
行
く
集
団
で
す
。

　フ
ク
シ
マ
の
現
状
は
風
評
被
害
と
い
う
大
き
な
荷
物
を

背
負
っ
て
い
ま
す
。
今
、
ら
ぱ
ん
は
、
二
次
農
業
を
充
足
さ

せ
る
時
で
あ
り
、
加
工
に
軸
足
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
、
正
に
実
現
し
た
こ
の
工
場
と
加

工
技
術
で
、
経
済
的
に
も
発
展
し
雇
用
も
促
進
し
地
域
に

も
貢
献
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　小
ロ
ッ
ト
の
商
品
開
発
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ま
で
、
県
内
の
農

業
者
の
思
い
を
形
に
す
る
の
が
ら
ぱ
ん
の
加
工
場
で
す
。 

　い
わ
き
遠
野
ら
ぱ
ん
の
加
工
工
場
が
生
産
す
る
製
品
は
、

フ
ク
シ
マ
か
ら
福
島
へ
回
帰
す
る
手
立
て
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

ヒストリーインタビュー

いわき遠野からはじまる6次産業化
「いわき遠野らぱんが創るふる里の未来」

News Clip　2



3　News Clip

　去る5月25日、コラッセふくしま多目的ホールにおいて第55回福島県商工会
連合会通常総会を開催した。
　総会では、席上、商工貯蓄共済並びに優良商工会等の表彰を行い、続いて来賓
の内堀知事が祝辞を述べた。
　議事では、重点事業として、日本橋ふくしま館（ＭＩＤＥＴＴＥ）を運営する「福島県
首都圏情報発信拠点アンテナショップ戦略事業」や、全国主要都市でのイベント
キャラバンの展開、福島の美味しいもの食のフェアを県内で開催する「ふくしま
の『食』再生応援事業」、また、避難区域の商工会、会員を広域的に支援する復興

専門員の配置など、風評被害払拭、県産品消費拡大と、中小、小規模事業者の持続的な経営に向けた支援などを盛り込んだ、平成27年度の事
業計画を決定し、任期満了に伴う役員改選では、9名の役員が退任し、会長に轡田倉治会長（岩瀬）が再任されるほか新役員が選任された。

～ふくしまの商工業の再生を目指して～

船引町・・・・・・・・・経営指導員　佐久間剛
古殿町商工会・・・経営指導員　藤田達夫

商工貯蓄共済表彰 （目標達成商工会）

職員報奨制度  新規獲得口数上位者

平成26年度実施事業 優良商工会等表彰
（事業功績）商工会事業

（職員資質向上）平成26年度資格取得商工会職員

① 経営革新計画策定支援① 経営革新計画策定支援

青柳　孝（中通り広域指導センター）中小企業診断士取得中小企業診断士取得

内郷商工会、 只見町商工会② 記帳支援事業② 記帳支援事業

国見町、三穂田町、中田町、長沼、天栄村、玉川村、三春町、都路町、
常葉町、大信、鮫川村、北塩原村、西会津町、猪苗代町、湯川村、柳津町、
会津美里町、広野町、双葉町、葛尾村、小高、小川町、川前町、久之浜町

1 東日本大震災及び原発事故に伴う中小企業・小規模事業者の
再生・再建と避難地域商工会機能の回復・強化への支援

2 原子力損害賠償の完全実施への支援
3 被災商工会に対する商工会組織を挙げた支援の実施
4 被災商工会等の復興ビジョンに基づく事業の実施

東日本大震災・原発事故の被災中小企業・
小規模事業者に対する商工会組織
を挙げた支援の強化1

1 福島県首都圏情報発信拠点アンテナショップ戦略事業
　（福島の美味しいものアンテナショップの運営）
2 ふくしまの「食」再生応援事業
　（主要都市における商品販売支援事業の実施）
3 ふくしまの新たな商品開発に向けた支援事業
4 通信販売（頒布会）支援事業
5 福島の美味しいもの食のフェア
6 ふくしま県産品販路拡大・人材育成支援事業
7 福島県の産品・加工食品放射能検査支援
8 被災地域の中小企業移動販売支援（軽自動車配備）

原発事故による風評被害払拭と
消費拡大に向けた取り組み2

1 商工会の組織基盤の強化
2 商工会職員の資質向上対策の推進
3 会員サービスの充実強化

商工会の組織基盤の強化及び
徹底した会員サービスの充実強化5

1 商工会等地域復興ビジョンへの取組み支援
2 商工会地域貢献アピールプラン策定と積極的アピール
3 地域生活者支援システム構築の支援

商工会地域経済振興事業による
地域再生6

1 経営発達支援計画の認定の推進
2 小規模事業者の経営計画策定の推進（セミナー、相談会）

小規模企業振興基本法を踏まえた
小規模企業支援の推進3

1 提案型の経営支援・巡回訪問の推進強化
2 小規模事業者の持続的な経営に向

けた支援の推進
3 福島県中小企業者復興支援事業

（復興支援員の設置）
4 避難地域商工会等機能強化支援事業

（商工会等復興専門員の設置）
5 中小企業震災復興・原子力災害対策経営支援センター福島の4分室事業
6 創業・業種転換支援セミナーの開催
7 ネットde記帳等による小規模企業の生産性及び経営力向上の支援
8 小規模企業の経営データベースによる経営支援体制の強化
9 中小企業・小規模事業者に対する金融支援の強化
 消費増税に係る中小企業・小規模事業者に対する支援
 中小企業・小規模事業者に対する事業継続計画（BCP）策定支援

中小企業・小規模事業者の復興と
持続的発展に向けた支援強化4

新　役　員
会　長　轡田　倉治（岩　瀬）
副会長　田中清一郎（双葉町）・渡部　文一（南会津町）
　　　　渡邊　　武（伊達市）・佐藤　一美（内　郷）
　　　　高橋　　健（ひがし）

専務理事　今泉　秀記
理　事　安斎　道弘（飯坂町）・三浦　勝眞（あだたら）・斎藤　　泉（大玉村）・渋谷　重二（富久山町）
　　　　橋本　栄一（石川町）・管野　幸治（大越町）・大高　紀元（西郷村）・渡部　勝男（下郷町）
　　　　一ノ瀬正一（猪苗代町）・原　　幸二（会津坂下町）・澤田　一夫（鹿  島）・高橋　孝光（好間町）
　　　　河治　　徹（県青連会長）・服部　淳子（県女連会長）
監　事　山口　　勇（安積町）・田代　　衞（きたかた）

順位
1
2
3
4
5

所属商工会
南会津町
広野町

猪苗代町
保原町
三春町

氏　　　名
小　島　　　毅
松　岡　洋　文
青　津　恵美子
遠　藤　圭一郎
菅　野　正　司

順位
6
7
8
9
10

所属商工会
あだたら
きたかた

内郷
会津坂下町

鮫川村

氏　　　名
佐　藤　陽　介
佐　藤　文　代
吉　﨑　さおり
根　本　淳　也
新　村　聖　子



青年部

県青連全体部長会

～県青連第48回通常総会の開催～
　福島県商工会青年部連合会の第48回通常総会が5月19日（火）、福島県副知

事をはじめ宮本周司参議院議員等多くのご来賓を迎え、県下青年部員108名

参加のもと、郡山市「郡山ビューホテル」にて開催されました。河治徹会長の

挨拶後、本多幸雄部長（塙町）を議長に指名し、議案審議に入り第1号議案から

第3号議案まで原案通り可決しました。

　平成27年度の事業計画では、今年で4回目の開催となる「商工会うまいもん

No.1決定戦」や地域の経済活動の担い手となる若手経営者及び後継者の資質向

上のための組織基盤強化推進セミナーの実施。そして、平成28年に開催され

る「商工会青年部・女性部全国組織化50周年記念式典」及び「平成28年度商工

会青年部全国大会」に向けて青年部一丸となって活動することを採決しました。

　昨年度に引き続き、福島県商工会青年部員顕彰の表彰が行われ、人（ヒュー

マン）づくり部門、ネットワークづくり部門、まち（地域）づくり部門、感謝状の

計8名と1団体の表彰が行われ、河治徹会長より表彰されました。

～県青連全体部長会の開催～
　通常総会にあわせ、同日、平成27年度福島県商工会青年部全体部長会が開催されました。

　はじめに、河治会長より平成28年度商工会青年部・女性部組織化50周年記念式典及び商工会青年部全

国大会について説明が行われました。続けて、総務委

員会として村松委員長より、県青連100円玉募金事業

や主張発表東北大会・全国大会の参加要請が行われ、

研修委員会として、押田委員長より平成27年度商工会

青年部トップセミナーの日程及び会場の発表が行われま

した。最後に広報委員会として、平委員長より県青連

Facebookや全青連公式アプリの紹介が行われました。
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鈴木正晃副知事

宮本周司参議院議員

青年部員顕彰の様子 通常総会の様子

青年部員顕彰リスト
表　　　彰

人（ヒューマン）づくり部門（個人）
ネットワークづくり部門（個人）
まち（地域）づくり部門（団体）
感謝状(個人)

地　区　名 商 工 会 名 氏　　　名
会 津 地 区
県 南 地 区
県 北 地 区
県 北 地 区
県 中 地 区
県 南 地 区
会 津 地 区
相 双 地 区
いわき地区

猪 苗 代 町
大 信
国 見 町
松 川 町
湖 南 町
鮫 川 村
南 会 津 町
川 内 村
遠 野 町

吉 野 貴 之
手 塚 善 勝
（部長：佐久間友和）
斎 藤 陽 一
古 川 貴 大
関 根 巨 樹
君 島 大 輔
箭 内 　 崇
平 子 元 規
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女性部

商工会女性部トップセミナー・第48回通常総会開催される！

主張発表大会：最優秀賞（県知事賞）
　　　　　　　小暮恵美子さん（下郷町商工会女性部）！

　第48回県商工会女性部連合会通常総会は、5月7日・8日、会津若松市東山温泉「御宿東鳳」において
開催され、内堀県知事、轡田県連会長はじめご来賓を迎え、県内89商工会から240名の部長・部員が出
席しました。通常総会では辺見加津子部長（西郷村）が議長となり第１号議案から第４号議案までを可
決承認しました。
　今年度の事業活動については、平成28年度に開催する全国組織化50周年記念式典を素晴らしい大
会へ導くための重要な年になるため、県内女性部の基盤強化と意識統一を図りながら各事業を推進し
て行くこととしました。
　その他新たな取組みとして、総会の席上で昨年度新規部員の加入数が最も優れていた３女性部に対
し表彰及び報奨金として目録の授与を行いました。
　また、任期満了による役員選任が行われ、服部淳子会長（あだたら）が再任されました。

　同日には、県内6ブロックの代表者による商工会女性部主張
発表福島県大会が行われ、「女性部活動と地域振興・まちづく
り」～美と健康・フラダンス！～のテーマで発表した会津地区代
表　下郷町商工会女性部副部長の小暮恵美子さんが、最優秀
賞（県知事賞）に選ばれ、7月16日～17日に開催される東北・
北海道ブロック大会（開催地　宮城県）への出場を決めました。

総会の様子（左：服部会長挨拶　中央：女性部員増強運動表彰　右：女性部の歌斉唱）

県女性連会長と発表された6地区の代表者の皆さん

県女性連新役員

会　長　服部　淳子（あだたら）
副会長　清野由美子（きたかた）
　　　　二瓶恵美子（滝根町）
　　　　吉田　岑子（双葉町）【新】
　　　　渡邉　富子（矢吹町）【新】
　　　　鈴木　礼子（内　郷）【新】
理　事　大橋佐紀子（保原町）
　　　　斎藤　光子（伊達市）
　　　　佐久間信子（飯野町）【新】
　　　　織田　洋子（安積町）
　　　　野内　福子（喜久田町）
　　　　小林　春江（岩　瀬）【新】
　　　　会田美津子（平田村）【新】
　　　　熊倉　うめ（中島村）
　　　　松本　幸子（矢祭町）【新】
　　　　猪股　成子（南会津町）
　　　　神　トシ子（猪苗代町）
　　　　佐藤　高子（会津坂下町）
　　　　武田美恵子（柳津町）
　　　　三瓶　幸子（富岡町）【新】
　　　　山本千代子（大熊町）【新】
　　　　瀬谷　光子（田人町）【新】
監　事　過足　文子（三春町）
　　　　星野　幸子（会津美里町）

※理事・監事地区順

平成26年度新規部員加入実績

第1位　あだたら商工会女性部　加入数10名
第2位　柳津町商工会女性部　加入数  7名
第2位　内 郷 商 工 会 女 性 部　加入数  7名



■ 農園花見
　農園に咲く果実の花に囲まれてBBQ。必要なもの
は大野農園で準備してくれますので、手ぶらでもOK。

■ 農園ビアガーデン　7月・8月の10日間

　今年初のイベントです。

■ りんごの木De焼きりんご
　日本全国に伝わる小正月の火祭り行事「どんど焼
き」になぞらえたオリジナルイベント。選定したりん
ごの枝を集めて農業体験をしながら、焼き立てのア
ツアツ焼きりんごを作ってみんなで食べようという
企画。昨年初のイベントで好評でした。

詳細はHPまたは大野農園へお問い合わせください。

季節に合わせた農園イベントを開催しています

　学生時代は部活動中心の生活で農園の手伝いなどした事がほとんどございませんでした。そん
な素人の私でございますが、農業経験の無い事をポジティブに転換出来るのではと考えました。
プロの生産者とは別の視点で農業を捉え、従来の常識的な農業では考え付かないような独創的
な発想と行動力で型に捉われない新たな農業のスタイルを形成したいとの思いで突き進んでま
いりました。自分自身、常に思い描いている「カッコいい農業」が目標にございます。風評被害、過
疎化など地方が抱える現実を肌で感じ、次の世代へ魅力を感じる農業、次の世代へ発展する農業
を目指し日々邁進しております。創業者が創り上げてきたモノづくりの精神が土台にあり、『温故知
新の精神』で先人の古き温め、新しきを知る農業を展開できればと考えております。広がるビジョ
ンが農業という枠を超え、新たな可能性が生まれると信じております。そして同じ農業者はもちろ
ん、異業種を巻き込むことで地域の発展、活性に繋がると考えております。これからの日本を担う
大切な子供たちに、農業の魅力、発展性を伝えバトンを繋ぐ担い手になりたいという夢を持って
おります。
　と今後の夢を語ってくれました。

　代表者の大野栄峰（おおのよしたか）さんは、宮城県仙台市
内の大学に進学後、18歳でモデルを始めCM、ファッション
ショー、ファッション誌などで活躍し、23歳で上京、東京を拠
点に芸能活動をしていました。転機は2011年3月11日の東
日本大震災で、実家のある福島県にも大きな被害がもたらさ
れました。福島県石川町は原発事故があった場所から65㎞以
上離れた距離にあり、直接的な被害は避けられたものの、「風
評被害」という誤解されたイメージで大きなダメージを受けま
した。今まで両親が経営していた果樹園も少なからず風評被
害の影響があり、育ててくれた両親、育った町の為に何か力に
なれる事は無いかと地元石川町に戻り、2012年5月大野農園
後継とともに「大野農園株式会社」を設立しました。

農業への想いと今後の展望　大野さんに伺いました

異業種からの転身

商品について、営業部の市村さんにお伺いしました。

　大野農園と1シーズン（概ね7月～11月）の契約で、
自分のりんごの木を持つことができる制度です。通常りんごがで
きるまでに摘果や除草、剪定といった農作業を行う必要がありま
すが、りんごの木オーナー制度では、おいしいりんごができるま
での農作業を大野農園が代行してくれます。
　もちろん、契約したりんごの木になったりんごは全てオーナー
だけのものです。

　大野農園極熟りんごジュースのプレゼントや記念撮影写真の
サービスなど嬉しい特典もあります。

りんごの木オーナー制度

 トッピングは大野農園で大切に育てられた果物たちの他に地元の農家
で栽培された新鮮な野菜たち。季節に応じて旬なものを提供していま
す。地元の農家も巻き込んで農業の販路開拓をするにはどうすればよい
のか、福島産のものを発信するツールとして何がいいのか思い悩んでい
た時、いろいろな具が乗せられるピザがひらめいたそうです。

　福島地ビールさんとの
コラボレーションで商品
化したフルーツビール
上：Apple　lager
下：peach　lager

　静岡に本社のある
TEA tricoさんとのコラボ
レーション。甘酸っぱい
香りが癖になるフルーツ
ティー。そのまま食べら
れるのもまたいい。りん
ご・もも各種あります。

　ジュースはりんご・もも・りんごとなしのブレン
ドの3種類。飲みやすさを重視しているため甘み
が少なく酸味があるものを使用しています。りん
ごとなしのブレンドジュースは珍しく福島はなし
とりんごが同時期に穫れるのでできるのだそう
です。なしはジュースにするとどうしても甘さが
強く出てしまうのでのど
越し良く加工するのがポ
イント。早速いただいてみ
ましたが、甘みが少なく
すっきりとしています。

　ギフト商品は詰め替え
自由です。お好きな商品
をセレクトできます。

　商品はりんご・なし・ももなど新鮮な果物の他に加工品もたくさん揃っています。オンラインショッ
プでもご購入いただけます。

　りんご・なし・もも・ハックルベリーなど農園で穫れた果実を加工して
作ったジャム。味はもちろんのこと、パッケージも可愛く女性に人気で、

ギフトにも喜ばれています。特徴は果肉が大きいこと。すべておすすめですがりんごジャムの中にバ
ニラビーンズがふんだんに入ったりんごバニラとアントシアニンがブルーベリーの4倍といわれる
ハックルベリーも、特におすすめです。

　2013年11月にオープンしたスイーツピザ専門店「オラゲーノ」はキッ
チンカーで依頼があればどこへでも出店いたします。
　車1台分のスペースがあればOK！ お問い合わせは、大野農園まで

スイーツピザ専門店（オラゲーノ）

1本　23,000円　最低保障200個

お値段もお手頃 ALL500円のワンコイン

大野農園ジャム

福を届ける
“福島の美味しい”

こだわり食材を全国へお届け

福をかう
“福島の美味しい”

こだわりの果実商品を買う

福を食べる
“福島の美味しい”

こだわり果実・野菜を使った
フレッシュ＆スイーツピザ

〒963－7826　石川郡石川町赤羽新宿130
TEL 0247－57－6004　FAX 0247－26－0500
E-mail  info@oononouen.com
URL  http://www.oononouen.com/

石川町

大野農園株式会社
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東日本大震災
復興応援プロジェクト版

風評被害払拭のため、異業種から転身し地元石川町をは
じめ、福島の復興のためにがんばっている事業所を紹介
します。
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は大野農園で準備してくれますので、手ぶらでもOK。
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農業への想いと今後の展望　大野さんに伺いました
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商品について、営業部の市村さんにお伺いしました。
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自分のりんごの木を持つことができる制度です。通常りんごがで
きるまでに摘果や除草、剪定といった農作業を行う必要がありま
すが、りんごの木オーナー制度では、おいしいりんごができるま
での農作業を大野農園が代行してくれます。
　もちろん、契約したりんごの木になったりんごは全てオーナー
だけのものです。

　大野農園極熟りんごジュースのプレゼントや記念撮影写真の
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ドの3種類。飲みやすさを重視しているため甘み
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ましたが、甘みが少なく
すっきりとしています。
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をセレクトできます。

　商品はりんご・なし・ももなど新鮮な果物の他に加工品もたくさん揃っています。オンラインショッ
プでもご購入いただけます。

　りんご・なし・もも・ハックルベリーなど農園で穫れた果実を加工して
作ったジャム。味はもちろんのこと、パッケージも可愛く女性に人気で、

ギフトにも喜ばれています。特徴は果肉が大きいこと。すべておすすめですがりんごジャムの中にバ
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東日本大震災
復興応援プロジェクト版

風評被害払拭のため、異業種から転身し地元石川町をは
じめ、福島の復興のためにがんばっている事業所を紹介
します。
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県内4地域の商工会から、地域でがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せ下さい。（f-wing@do-fukushima.or.jp）
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　パンを食卓へ」

BAKERY SAKUMA
有限会社  佐久間パン店

取締役　佐久間　浩之氏
〒969－1761
伊達郡国見町藤田字北63－1
TEL 024－573－7200

■黒糖はアルカリ性
　有限会社佐久間パン店は、国見町の藤田小学校近
辺から国見町の商店街に店舗を移し、BAKERY 
SAKUMAとして今年5月15日オープンしたばかりの
パンと菓子のお店です。3代目になる佐久間浩之さん
は、家業を手伝い始め学校給食のコッペパンを焼いて
いた頃から「将来は独立した店舗を持ちたい」という
目標を持ち、製粉メーカー等の取引先や業界が主催す
る勉強会に積極的に参加していました。
　そんな中、より健康的な食生活を送りたいという消
費者ニーズが高まっている、
また、安心安全な食品を提供
することが不可欠であるとの
結論に至り、粉選びからパン
生地を作りオーブンで焼き上
げるまで、すべて店舗内で行っています。
　一番人気の黒糖パンは、一見すると学校給食のコッ
ペパンと同じであると思われがちですが、黒糖の分量
を通常の2倍以上使用し、味・風味・柔らかさに加え、ア
ルカリ性の黒糖が脳に栄養を与え、疲れている現代人
にふさわしい健康食品であるとのイメージも後押しし
ています。また、具材の餡は、北海道の小豆を使用し自
社で炊くということもこだわりの一つであります。
■国見バーガーのバンズ
　店頭に陳列していない食パンを即座に厚切り薄切

りし提供することはもちろんのことですが、お客様の
要望に応えることができます。商工会が手掛けてキッ
チンカーで販売するまで規模を拡大した「国見バー
ガー」が各種イベントで大人気でありますが、使用され
ているバンズを自社で製造し提供させていただいて
おります。
■身近で頼れる存在
　今回オープンするに至っては、専門家派遣や事業計
画の作成・資金繰り・持続化補助金の申請などについ
て、商工会帆苅経営指導員による親身な支援があった
ことに感謝しています。
　今後は、ハード系のフランスパン等やロールケーキ
等の新商品の製作によるバリエーションの追加や道の
駅で販売することも視野に入れ、更なるイメージアップ
と生産性の向上を目指すため、商工会の支援をいただ
きながら事業展開していきたいと思います。

チャンド・メラ

代表　澤田　祥彦氏
〒974－0153
いわき市田人町南大平字川平35－4
ＴＥＬ 0246－69－2232
営業時間／11：00～20：00

（ラストオーダー19：30）
定 休 日／月曜日・火曜日（祝祭日は営業）

「ファンから愛され続ける
カレー専門店」

食堂いしやま

代表　福地　隆一氏
〒969－6543
河沼郡会津坂下町字市中二番甲3617
ＴＥＬ 0242－83－2365
営業時間／11：00～14：30
　　　　　16：00～19：00
定 休 日／不定休

■期待以上の満足を
　同店は、須賀川市の東部地区において、昔な
がらの手仕込みを行う本格寿司を中心に祝い
事や法事等の御膳料理、各種会議用弁当と
様々なお客様のご要望にお応えした料理を提
供している。立ち寿司業界では早くから多くの
車輛を導入し、来店型スタイルの経営から、配
達に力を入れてきた。ひときわ目に付くカラフ

ルな出前用の配達車は
市内の人気もので、1人
前の注文から市内を越
えて配達する。「おいし
い寿司をたっぷりと楽

しんでほしい」との初代店主の思いから、シャ
リはもちろん、ネタも大ぶり、全国から仕入れ
る旬のネタを惜しげもなく振る舞う心意気は
二代目店主も変わらず受け継いでいる。
　小規模事業者持続化補助金の活用により
メニューを刷新したチラシを作成。ポスティン
グや新聞折り込みによる商圏エリアの選択と
集中で販促活動に力を注ぐ。消費増税の懸念
も跳ね除け配達エリアの拡大強化を図ってい
る。当店のチラシを保存してくれているお客

様が、多くいらっしゃる事に感謝感激の中で
「常に期待以上の満足」を提供する事を心掛
けている。
■商工会を活用しよう！
　商工会との関わりは青年部員の時代から
20年余に渡ります。様々な人との出会い、体
験、勉強をさせて頂きました。今、寿司業界の
厳しい時だからこそ、商工会の活用が重要で
あり、計画書作成やチラシ作成、商品開発等
で都度、指導員さんにアドバイスを頂き、たい
へん頼りにしております。
　本年は県産品の素材を活用した加工食品
開発にチャレンジし、商工会には引き続きご
指導をお願いしているところです。地域、お客
様にお世話になっている恩返しができればと
日々努力を
続けてまい
りますので、
引き続きご
支援を宜し
くお願い致
します。

■お土産用冷しラーメンの開発
　この度ご紹介するのは昭和13年開業の老
舗の飲食店「食堂いしや
ま」さんです。
　当店の「冷しラーメン」
は昭和27年に先代の奥
様が「風邪でのどを痛め
たお客様が食べ易いよう
に麺を水で冷やして提供
した」ことから誕生した自慢のラーメンです。
　当店は今までも何度かテレビや新聞などで
紹介されていましたが、最近になりこの冷し
ラーメンが更に脚光を浴びるようになり、店
主の福地さんが以前よりお土産ラーメンの販
売に意欲を持っていたこともあり、お土産用
冷しラーメンの開発となりました。
　パッケージはカラー印刷の派手なもので
はなく、冷しラーメン同様にシンプルながら
味わいのあるものを作りたい、との店主の希
望に沿うべく、専門家派遣事業等を活用しな
がら試作品の開発を進めました。
　ゴールデンウィーク前に販売を開始した
い、との強い要望があり、時間がない中での開
発となりましたが、当町出身の著名なラーメ

ン評論家のお墨付きもいただき、ようやく完
成、販売にこぎ着けました。
　当店店頭の他、道の駅あいづでの販売も開
始、多い日で一日に50箱の売上を記録してい
る他、県内外の物産展等での売れ行きも好調
で、より一層の販路拡大に努めています。
■大きな存在の商工会
　原発事故以来、下がり続ける年間売上高に
歯止めをかけるべく土産用冷しラーメンとい
う新商品の開発を試みました。おかげさまで
売れ行き好調で助かっています。
　そこには、商工会の経営指導員のアドバイ
スや専門家派遣事業等のバックアップがあり
今日に至っております。新商品開発や決算指
導、融資相談等々、当店にとって商工会はとて
も大きな存在です。
　今後ともご支
援のほど何卒よ
ろしくお願いい
たします。

■森の中で“ほっこり”
　今回、田人地区から「インド料理　チャンド・メラ」をご
紹介いたします。
　お店は、平成4年にインドカレー料理専門店として開
業、隣接して貸ギャラリー「昨明（かる）」、「喫茶MOMO」を
オープンさせ、来店者に様々な寛ぎを提供しております。
　国道289号線沿い、常磐道勿来ＩＣ下車約５分のアク
セスの良さに加え、緑に囲まれのんびり・ゆったりとし
た自然の中で食事を楽しむことが出来るため、年間を
通して多くの来店者がありました。原発事故の影響で来
店者は一時激減したものの、根強いファンの支えもあり
今は順調に回復傾向にあります。
　今後の更なる経営安定化のためには「新規客の獲
得」を図る必要がありましたが、お店は国道沿いながら
敷地周囲は木々に囲まれている等、走行車輌からは識
別しづらく、お店の存在を分からない人はそのまま素
通りしてしまうという課題がありました。課題を解消し、
新たな販路拡大を図るため、小規模事業者持続化補助
金を活用することを提案、事業主と一緒に経営計画の
作成に取り組みました。今年１月には夜間照明付の看
板を新設するとともに、来店者が敷地内で寛げるよう
ベンチを設置するなどの環境整備も行っております。
　いわきにお越しの際は、お立ち寄りいただいて“ほっ
こり”しませんか。

■商工会とお客様に支えられて
　震災後、原発事故によりお客様の足が全く遠のき、店
を閉めざるを得ませんでした。
　約2カ月後にお店を再開した時は６割減の状態で、こ
の先店を続けていけるのかどうか、不安な毎日を送っ
ていました。
　そんな中、経営指導員から持続化補助金を活用した
販路拡大の話がありましたが、最初は積極的には考え
られませんでした。
　しかし、良く考えてみると少しずつではありましたが
来店者数も回復してきており、このピンチを大きなチャ
ンスに変えることになるかも知れないと思い新たな販
促計画を作りました。
　補助事業の採択により、真新しい看板なども整備し、
店舗環境も一段と良くなりました。営業の回復もあと一
歩のところまできている次第です。
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い、との強い要望があり、時間がない中での開
発となりましたが、当町出身の著名なラーメ

ン評論家のお墨付きもいただき、ようやく完
成、販売にこぎ着けました。
　当店店頭の他、道の駅あいづでの販売も開
始、多い日で一日に50箱の売上を記録してい
る他、県内外の物産展等での売れ行きも好調
で、より一層の販路拡大に努めています。
■大きな存在の商工会
　原発事故以来、下がり続ける年間売上高に
歯止めをかけるべく土産用冷しラーメンとい
う新商品の開発を試みました。おかげさまで
売れ行き好調で助かっています。
　そこには、商工会の経営指導員のアドバイ
スや専門家派遣事業等のバックアップがあり
今日に至っております。新商品開発や決算指
導、融資相談等々、当店にとって商工会はとて
も大きな存在です。
　今後ともご支
援のほど何卒よ
ろしくお願いい
たします。

■森の中で“ほっこり”
　今回、田人地区から「インド料理　チャンド・メラ」をご
紹介いたします。
　お店は、平成4年にインドカレー料理専門店として開
業、隣接して貸ギャラリー「昨明（かる）」、「喫茶MOMO」を
オープンさせ、来店者に様々な寛ぎを提供しております。
　国道289号線沿い、常磐道勿来ＩＣ下車約５分のアク
セスの良さに加え、緑に囲まれのんびり・ゆったりとし
た自然の中で食事を楽しむことが出来るため、年間を
通して多くの来店者がありました。原発事故の影響で来
店者は一時激減したものの、根強いファンの支えもあり
今は順調に回復傾向にあります。
　今後の更なる経営安定化のためには「新規客の獲
得」を図る必要がありましたが、お店は国道沿いながら
敷地周囲は木々に囲まれている等、走行車輌からは識
別しづらく、お店の存在を分からない人はそのまま素
通りしてしまうという課題がありました。課題を解消し、
新たな販路拡大を図るため、小規模事業者持続化補助
金を活用することを提案、事業主と一緒に経営計画の
作成に取り組みました。今年１月には夜間照明付の看
板を新設するとともに、来店者が敷地内で寛げるよう
ベンチを設置するなどの環境整備も行っております。
　いわきにお越しの際は、お立ち寄りいただいて“ほっ
こり”しませんか。

■商工会とお客様に支えられて
　震災後、原発事故によりお客様の足が全く遠のき、店
を閉めざるを得ませんでした。
　約2カ月後にお店を再開した時は６割減の状態で、こ
の先店を続けていけるのかどうか、不安な毎日を送っ
ていました。
　そんな中、経営指導員から持続化補助金を活用した
販路拡大の話がありましたが、最初は積極的には考え
られませんでした。
　しかし、良く考えてみると少しずつではありましたが
来店者数も回復してきており、このピンチを大きなチャ
ンスに変えることになるかも知れないと思い新たな販
促計画を作りました。
　補助事業の採択により、真新しい看板なども整備し、
店舗環境も一段と良くなりました。営業の回復もあと一
歩のところまできている次第です。



　
富
岡
町
商
工
会
長
の

山
本
育
男
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
及
び

東
京
電
力
原
子
力
災
害

以
降
、
富
岡
町
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、今

後
の
予
定
を
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
富
岡
町
は
多
く
の
官
公
庁
が
置
か
れ
て

お
り
、双
葉
郡
南
部
の
中
心
地
で
あ
り
ま
し

た
。東
京
電
力
第
二
原
子
力
発
電
所
が
立
地

し
て
お
り
、会
員
事
業
所
を
含
め
多
く
の
事

業
所
が
東
京
電
力
関
連
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
商
工
会
は
、東
日
本
大
震

災
に
よ
り
会
館
が
半
壊
し
、

国
か
ら
避
難
区
域
の
指
定

を
受
け
た
た
め
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
直
後
の
平
成
二
十

三
年
四
月
に
は
富
岡
町
・
広

野
町
・
楢
葉
町
・
川
内
村
の

広
域
連
携
単
位
で
四
倉
町

商
工
会
に
お
世
話
に
な
り
、

平
成
二
十
三
年
五
月
に
は
い
わ
き
市
平
上

荒
川
に
あ
る
事
務
所
を
借
用
し
ま
し
た
。そ

の
後
平
成
二
十
三
年
六
月
か
ら
は
い
わ
き

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
落
ち
着
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。当
初
は
四
商
工
会
で
の
入
居

で
し
た
が
、広
野
町
と
川
内
村
は
そ
れ
ぞ
れ

の
帰
還
宣
言
に
合
わ
せ
て
帰
還
し
た
た
め
、

現
在
は
二
商
工
会
で
の
入
居
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
会
員
事
業
所
個
々
の
支
援
と
し
て
は
、東

京
電
力
損
害
賠
償
金
請
求
、グ
ル
ー
プ
補
助

金
を
始
め
と
し
た
各
種
補
助
金
申
請
、特
定

地
域
中
小
企
業
特
別
資
金
を
始
め
と
し
た

各
種
融
資
、過
年
度
分
を
含
め
た
決
算
申
告

等
が
あ
り
、震
災
直
後
し
ば
ら
く
は
毎
日

引
っ
切
り
無
し
に
窓
口
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
。職
員
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

何
と
か
乗
り
切
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で

す
。窓
口
対
応
が
一
段
落
し
て
か
ら
は
、会
員

か
ら
の
要
望
が
多
い「
放
射
線
」、「
相
続
、贈

与
、事
業
承
継
」、「
売
上
ア
ッ
プ
」を
テ
ー
マ

と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。さ

ら
に
、事
業
再
開
を
果
た
し
て
い
る
会
員
事

業
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
の
ぼ
り
を
作
成

し
、店
頭
に
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
復
興
支
援
と
し
て
は
、大
玉
村

に
あ
る
仮
設
店
舗「
え
び
す
こ
市
場
」運
営

や
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
る「
合
同
会
社
富

岡
さ
く
ら
の
郷
」を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。え
び
す
こ
市
場
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
大
盛
況
で
し
た
。こ
の
え
び
す

こ
市
場
は
大
玉
村
の
仮
設
住
宅
に
避
難
し
て

い
る
町
民
の
み
な
ら
ず
、地
元
大
玉
村
民
も

多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。富

岡
町
民
の
避
難
先
移
転
も
あ
り
、売
上
維
持

は
喫
緊
の
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
在
は

五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、富
岡
町

と
埼
玉
県
杉
戸

町
は
友
好
都
市

で
あ
り
多
く
の

町
民
が
避
難
し

て
い
ま
す
。そ
の

た
め
毎
年
春
・

夏
・
秋
に
杉
戸
町

で
開
催
し
て
い

る
産
業
祭
へ
は

町
と
商
工
会
合
同
で
出
店
し
、富
岡
町
を
始

め
双
葉
郡
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
双
葉
郡
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
復
活
し

た「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
」へ
は
、青
年
部
・
女
性

部
・
会
員
事
業
所
で
毎
年
出
店
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
が
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、「
か
し
ま
ふ
れ
愛
さ
く
ら
祭
り
」

や
九
十
年
以
上
続
い
て
い
る「
い
わ
き
市
平

七
夕
ま
つ
り
」に
も
参
加
し
地
域
と
の
交
流

も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
風
評
被
害
払
拭
や
消
費
拡
大
、新
規
取
引

創
出
を
図
る
た
め
、県
連
と
連
携
し
な
が
ら

富
岡
町
商
工
会

「
富
岡
町
の
復
興
に
向
け
て
」

① 

東
日
本
大
震
災
以
前

③ 

今
後
に
つ
い
て

② 

震
災
後
か
ら
現
在
ま
で
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「
福
島
の
美
味
し
い
も
の
食
の
フ
ェ
ア
」へ
は

今
後
も
出
店
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
富
岡
町
も
帰
還
に
向
け
て
具
体
的
に
動

き
出
し
て
お
り
、事
業
再
開
に
対
す
る
意
向

調
査
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。商
工
会

は
特
に
商
業
地
域
の
指
定
や
商
業
施
設
の
建

設
等
に
つ
い
て
町
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、復
興
計
画
実
現
に
向
け
会
員
事
業
所
の

支
援
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行

う
予
定
で
す
。

　
し
か
し
、事
業
所
の
抱
え
る
問
題
は
様
々

で
あ
り
、帰
還
を
考
え
て
い
る
事
業
所
、帰
還

を
考
え
て
い
な
い
事
業
所
等
会
員
に
よ
っ
て

状
況
は
異
な
り
ま
す
。商
工
会
と
し
ま
し
て

は
、あ
く
ま
で
も
会
員
事
業
所
ご
と
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
会
員
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
し
て
参
り
ま
す
。

〜
語
り
つ
ご
う

　未
来
の
富
岡
町
へ

　つ
か
み
取
ろ
う

　私
達
の
未
来
を
〜

えびすこ市場

杉戸町産業祭

ふたばワールド



　
大
信
商
工
会
長
の
塩

田
芳
美
で
す
。大
信
地
域

（
旧
大
信
村
）は
、平
成
十

七
年
に
白
河
市
・
表
郷

村
・
東
村
と
の
一
市
三
村

で
合
併
し
今
年
十
周
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
信
地
区
の
地
形
は
、国
道
二
九
四
号
線

が
南
北
に
走
り
、国
道
四
号
線
に
接
続
し
旧

白
河
市
と
天
栄
村
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
西
北
部
に
は
、標
高
九
千
七
百
六

十
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の
権
太
倉
山
が
あ
り
、春

は
山
桜
、ツ
ツ
ジ
、松
、秋
は
紅
葉
な
ど
に
彩
ら

れ
、四
季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。那
須

連
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
聖
ヶ
岩
は
、ロ
ッ
ク

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。聖
ヶ
岩
は
そ
の
昔
、源
義
経
が

奥
州
に
向
う
途
中
こ
の
岩
で
休
み
、そ
の
絶
景

を
眺
め
て
名
付
け
た
と
い
わ

れ
、徳
一
大
師
の
子
弟
で
修
験

者
・
聖
坊
が
庵
を
造
っ
て
村

人
の
無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
た
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。大
信
商
工
会
は
昨

年
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

今
年
は
青
年
部
が
設
立
四
十

周
年
、白
河
市
が
合
併
十
周

年
、福
島
Ｄ
Ｃ
の
年
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、合
わ
せ
て
様
々
な
記
念
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
聖
ヶ
岩
」な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ

し
大
信
地
区
へ
お
越
し
の
お
客
様
を
迎
え
る

た
め
四
月
か
ら
大
信
商
工
会
全
事
業
所（
七

十
三
名
）と
公
共
機
関
に
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。地
域
全
体
が
観
光
案
内
人

と
し
て
お
も
て
な
し
の
歓
迎
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
は
、大
信
・
ひ
が
し
・
表
郷
の
三
商
工

会
と
白
河
商
工
会
議
所
が
共
同
で
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。今
年
は
、国
の
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
交
付
金
を
活
用

し
て
、震
災
後
の
風
評
被
害
払
拭
、地
元
産
品

等
の
消
費
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
プ
レ
ミ
ア
ム
を
20
％
に
増
額
し
て
発
行

す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。発
行
総

額
は
二
億
四
千
万
円
。七
月
二
十
四
日（
金
）か

ら
の
販
売
で
六
ヶ
月
間
使
用
で
き
ま
す
の
で
是

非
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

　
五
月
二
十
三
日（
土
）・
二
十
四
日（
日
）の

両
日
、大
信
総
合
運
動
公
園
を
会
場
と
し
て
、

震
災
以
後
続
く
風
評
被
害
払
拭
と
地
域
の
活

力
向
上
の
た
め
、県
南
地
方
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う「
ご
当
地
グ
ル
メ
対
決
」を
開
催
し
ま

し
た
。県
南
地
区
青
年
部

の
協
力
に
よ
り
、県
南
地

域
の
食
材
を
活
用
し
た
地

域
グ
ル
メ
を
一
堂
に
会
し

た
イ
ベ
ン
ト
は
、当
日
の

天
候
に
も
恵
ま
れ
、県
南

地
方
の
グ
ル
メ
対
決
の

他
、観
光
展
示
等
々
を
行

「
地
域
の
力
で
賑
わ
い
の
創
出
を
！
」
大
信
商
工
会

い
ま
し
た
。入
場
者
の
目
標
は
千
人
で
し
た
が

二
日
間
で
一
万
千
五
百
人
の
来
場
者
が
あ
り

予
想
以
上
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

（
※
S－

１
の
意
味
＝
食
の
Ｓ
、商
工
会
の
Ｓ
、

青
年
部
の
Ｓ
、白
河
地
方
の
Ｓ
）

　
こ
の
他
、今
年
は
六
月
か
ら
会
員
事
業
所
の

復
興
に
向
け
た
情
報
提
供
ツ
ー
ル
製
作
の
た
め

の「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
」、大
信
地
域
の「
ご

当
地
キ
ャ
ラ
製
作
」、七
月
に
は「
ふ
る
さ
と
川

ま
つ
り
二
〇
一
五
」、十
一
月
に
は「
た
い
し
ん
ふ

れ
あ
い
元
気
ま
つ
り
」を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
や
近
隣
の
観
光
発
信
、市
民
活
動
の
発
表
、

研
修
・
交
流
・
福
祉
な
ど
・
住
民
が
集
え
る

場
所
、生
活
・
文
化
・
地
域
振
興
の
た
め
の
食

と
買
い
物
施
設
を
合
わ
せ
備
え
た
大
信
地
域

拠
点
の「
た
い
し
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」を
平
成
二
十
八
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。新
た
な
地
域
特
産
品
開
発
を
進
め
、地

域
に
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
会
員
や
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
商
工
会
と

し
て
活
動
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
花
の
王
国
ふ
く
し
ま
」

花
い
っ
ぱ
い
お
も
て
な
し
運
動
事
業

（
福
島
県
観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
補
助
事
業
）

大
信
商
工
会
青
年
部
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News Clip　12News Clipは循環型社会の現実を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。

新登場！
生命の保障がが

大きな
死亡保障

お問い合わせは、商工会まで

お問い合わせは、
商工会まで

　東日本大震災以後、南相馬市原町区に臨時事務所を置いていた小高商工会は、6月1
日、同市小高区中心部の新会館で業務を再開した。避難区域内で商工会が再開するのは
初めてであり、小高区での業務は約4年3カ月ぶりとなる。
　市は、平成28年4月に避難指示解除準備、居住制限両区域の解除を目指しており、行政
と連携し、会員のみならず地域住民が帰還する環境づくりの第１歩を踏み出した。
　旧会館は老朽化が進み震災で建物が一部損壊したことから建て替えを決定。総工費は、
クウェート救援金を財源とした福島県原子力災害等復興基金による避難地域商工会館等施設等復旧支援事業と全国商工
会連合会の中小企業組合等共同施設等災害復旧費補助金、南相馬市補助金を活用しており、建設決定の後押しとなった。

小高商工会新しい会館で業務再開

■小高商工会　住 所：南相馬市小高区本町1－44
電 話：0244－32－0300　FAX：0244－66－1195

東北経済産業局特許室委託：特許等取得活用支援事業　実施：一般社団法人福島県発明協会　http：//www.fukushima-i.org

　　で　　 できるかも！知財 解決

【商工会推奨経理ソフト】

わかるまで・できるまで
商工会の“しっかり”サポートで、
とっても安心！

わかるまで・できるまで
商工会の“しっかり”サポートで、
とっても安心！

操作は簡単なので、パソコン初心者
でも安心してご利用いただけます。
また、気になるところ
は付箋機能による質
問も可能。商工会と
相談しながら入力を
進められます。

誰にでも楽々できます！
「ネットde記帳」なら、帳票イメージ
に近い画面からの入力で、簡単に所
得税や消費税の
申告書類を作成で
きます。そのまま
電子申告をするこ
とも可能です。

電子申告までできます！
インターネットが使えるパソコンが
あれば、会社や自宅はもちろん、出
張先などの出先
からでも、すば
やく伝票入力や
元帳の確認など
ができます。

どこでも楽々できます！

アジアで販売したいが
情報不足、模倣品も不安

知的財産がどのように
役立つか聞いてみたい

売上げ好調だったが
類似品登場で売上減

中小企業の皆様、こんな悩みをお持ちではないですか？

知財総合支援窓口にご相談ください！

直通：024－963－0242　所在地：郡山市待池台1-12 福島県ハイテクプラザ2F

相談無料 秘密厳守

お問い合わせは、
商工会まで


